
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
接
点
』
実
践
報
告　
③

令
和
２
年
度　

石
川
県
教
育
委
員
会
優
良
公
民
館
表
彰
を
受
賞
し
て

　
 

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
社
会
と
共
存
し
な
が
ら
文
学
を
通
し
て
地
域
間
交
流
を
図
る
」

野
々
市
市
富
奥
公
民
館

　
　
　
　

特
別
支
援
学
校　

１
校

　
　
　
　

大
学　
　
　
　
　

３
校

〇
地
区
の
概
要

　

市
に
は
本
町
地
区
、
押
野
地
区
、
郷

地
区
、
富
奥
地
区
の
４
地
区
が
あ
り
、

富
奥
地
区
は
20
の
町
内
会
が
あ
る
。

　

野
々
市
市
の
南
部
に
位
置
し
て
い

る
富
奥
地
区
は
山
側
環
状
線
の
開
通

に
伴
っ
て
交
通
量
だ
け
で
は
な
く
住
宅
、

商
業
地
と
し
て
近
年
著
し
く
発
展
し
て

お
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
が
多
く

建
ち
並
ぶ
街
の
環
境
は
、
野
々
市
市
が

令
和
２
年
度
に
住
み
や
す
さ
日
本
一
と

な
っ
た
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

２
．
公
民
館
の
概
要

名　
　

称　

野
々
市
市
富
奥
公
民
館

所 

在 

地　
野
々
市
市
中
林
５
丁
目
３
番
地
22

建
物
構
造

　

①
竣　
　

工　

平
成
26
年
11
月

　

②
敷
地
面
積　

４
、６
０
７
・
９
７
㎡

　

③
建
築
面
積　

１
、０
２
５
・５
６
㎡

　

④
建
物
構
造　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
　
　
　
　
一
部
鉄
骨
造　

２
階
建

職　
　

員　

館
長
１
名
（
非
常
勤
）

　
　
　
　
　

主
事
１
名
（
非
常
勤
）

　

富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
し
て
災
害
時
は
地
域
の
防
災
拠
点
、

平
常
時
は
富
奥
公
民
館
と
し
て
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
と
し
て
地
域
住
民

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

広
場
に
隣
接
し
た
東
側
は
ガ
ラ
ス
張

り
で
、
日
差
し
が
差
し
込
む
開
放
的
な

感
じ
を
受
け
る
造
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

公
民
館
と
し
て
は
毎
月
２
、３
回
の

事
業
を
開
催
し
、
毎
年
約
１
３
０
人
が

参
加
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や

約
２
、０
０
０
人
が
参
加
す
る
運
動
会

を
運
営
し
て
い
る
。

　

ま
た
富
奥
村
当
時
か
ら
続
い
て
い
る

虫
送
り
大
会
に
事
業
協
力
し
て
い
る
。

１
．
市
・
地
区
の
概
要

〇
市
の
概
要

　

野
々
市
市
人
口

　
　

５
３
、５
９
２
人

（
令
和
３
年
３
月
末
日
現
在
）

　

 

昭
和
30
年
か
ら
32
年
に
か
け
て
一
町

三
村
が
合
併
し
新
し
い
野
々
市
町
が

誕
生

　

 

平
成
23
年
11
月
11
日　

野
々
市
市
に

市
制
施
行

　

位
置　

 

北
部
か
ら
東
部
は
金
沢
市
に

接
す
る

　
　
　
　

 

西
部
か
ら
南
部
は
白
山
市
に

接
す
る

　

範
囲
は
東
西
４
・５
キ
ロ

　
　
　
　

南
北
６
・７
キ
ロ

　

面
積　

13
・
56
平
方
メ
ー
ト
ル

　

高
齢
化
率　

19
・
74
％

　
（
令
和
２
年
度
住
民
基
本
台
帳
よ
り
）

　

学
校　

小
学
校　
　
　
　

５
校

　
　
　
　

中
学
校　
　
　
　

２
校

　
　
　
　

高
等
学
校　
　
　

１
校
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３
．
特
色
あ
る
公
民
館
活
動

　

富
奥
地
区
住
民
は
野
々
市
市
の
人
口

の
約
４
割
に
あ
た
る
１
９
、８
９
３
人

（
Ｒ
３
／
３
／
31
現
在
）
で
、
そ
の
内

65
歳
以
上
は
約
２
割
の
４
、２
５
８
人

で
あ
る
。
公
民
館
で
は
市
立
図
書
館
か

ら
の
蔵
書
（
２
６
０
０
冊
ほ
ど
）
が
貸

出
し
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
図
書
を
借
り
る
の
は
高

齢
者
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

蔵
書
の
中
か
ら
、
文
字
は
大
き
い
が

重
い
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
を
借
り
て
い
く
高

齢
者
が
多
か
っ
た
為
、
本
を
読
ま
な
く

て
も
朗
読
で
聴
い
て
貰
っ
て
は
と
思
い

つ
き
、
職
員
の
知
人
で
あ
る
朗
読
小
屋

を
主
宰
す
る
鏡
花
劇
場
の
女
優
に
朗
読

会
を
依
頼
し
た
。
朗
読
す
る
作
品
は
県

の
三
文
豪
や
金
沢
に
所
縁
の
あ
る
作
家

の
も
の
を
希
望
し
た
。
初
回
は
五
木
寛

之
の
「
浅
野
川
暮
色
」、
２
回
目
は
泉

鏡
花
の
「
婦
系
図
」、
短
編
で
は
半
村

良
や
唯
川
恵
の
作
品
と
い
う
よ
う
な

ジ
ャ
ン
ル
に
囚
わ
れ
ず
誰
も
が
受
け
入

れ
や
す
い
物
を
選
ん
だ
。

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
知
っ
て

貰
う
良
い
機
会
で
も
あ
る
為
、
煎
茶

サ
ー
ク
ル
の
会
員
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

朗
読
が
始
ま
る
前
に
会
場
の
あ
る
２
階

の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
て
、
季
節
の
景

色
を
楽
し
め
る
待
合
の
お
茶
席
を
設
け

る
こ
と
に
し
た
。

　

劇
団
関
係
者
に
依
頼
し
て
い
た
会
場

設
営
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
音
響
、
照

明
、
会
場
設
営
ま
で
全
て
公
民
館
の
執

行
委
員
で
行
う
こ
と
に
な
り
、
素
人
に

も
関
わ
ら
ず
、
例
年
と
遜
色
な
い
も
の

と
な
っ
た
。
会
場
内
は
照
明
を
落
と
し

雪
洞
の
灯
り
で
演
者
に
だ
け
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
当
て
た
独
特
の
空
間
に
な
り
、

参
加
者
は
ひ
と
時
で
は
あ
る
が
文
学
の

世
界
に
浸
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

協
力
者
と
し
て
、
公
民
館
の
執
行
委

員
だ
け
で
は
な
く
他
県
か
ら
来
て
い
る

近
く
の
県
立
大
学
の
学
生
に
も
声
を
掛

け
、
地
域
の
住
民
（
特
に
高
齢
者
）
と

の
交
流
を
促
し
て
い
る
。
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県
立
大
学
の
学
生
に
、
社
会
に
出
て

か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

養
っ
て
欲
し
い
と
構
成
さ
れ
た
ポ
ケ
ッ

ト
ゼ
ミ
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
（
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

Ｏ
Ｋ
Ｕ　

Ｔ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
）」

の
学
生
に
は
公
民
館
事
業
と
し
て
、
小

学
生
対
象
の
夏
休
み
教
室
の
補
助
や
公

民
館
合
同
の
ト
リ
プ
ル
ソ
フ
ト
バ
レ

ボ
ー
ル
大
会
に
も
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で

地
域
住
民
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。

　

そ
の
他
に
も
県
立
大
学
と
生
活
学
校

や
市
民
活
動
団
体
と
毎
年
８
月
に
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
の
連
絡
や
事
業
の
様

子
を
報
告
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
市
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
等
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス　

シ
ス
テ
ム
）
を
使
用
し
て

い
る
。
会
議
の
通
知
や
事
業
の
協
力
依

頼
等
を
こ
れ
ま
で
は
ハ
ガ
キ
や
電
話
等

を
使
用
し
て
い
た
が
、
協
力
者
の
中
に

は
20
代
～
50
代
が
多
く
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
を
作
っ
て
参
加
の
有
無
や
人
数

が
一
度
に
分
か
り
た
い
と
い
う
要
望
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
事
業
内
容
は
市
の

Ｈ
Ｐ
か
ら
外
部
リ
ン
ク
へ
移
行
し
な
い

と
閲
覧
で
き
な
い
公
民
館
ブ
ロ
グ
で
掲

載
し
て
い
た
が
、
市
民
以
外
に
も
事
業

の
内
容
を
知
っ
て
貰
う
為
に
昨
年
か
ら

市
Ｆ
Ｂ
で
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外

に
も
野
々
市
市
で
は
連
絡
ツ
ー
ル
ア
プ

リ
と
し
て
、
電
子
回
覧
板
と
な
る
「
結

ネ
ッ
ト
」
を
使
用
し
て
い
る
町
内
会
も

多
く
な
っ
て
き
た
。

　

公
民
館
だ
よ
り
等
の
回
覧
で
し
か
見

ら
れ
な
い
も
の
を
掲
載
し
た
り
、
運
動

会
の
中
止
連
絡
や
事
業
の
お
知
ら
せ
等

の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
に
な
り
、
災
害
時

に
は
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
と
し
て
も
活

用
で
き
る
ア
プ
リ
で
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
富
奥
地
区
は
ま
だ
活
用

し
て
い
る
町
内
会
が
全
体
の
半
数
に
も

及
ば
な
い
が
、
今
後
は
公
民
館
か
ら
も

活
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

４
．
活
動
の
成
果
と
今
後
の
課
題

　

文
芸
講
座
も
回
数
を
重
ね
る
毎
に
一

度
参
加
し
た
人
が
近
所
の
方
を
誘
っ
た

り
、
夫
婦
で
参
加
し
た
り
、
待
合
の
茶

席
で
は
町
内
会
を
超
え
た
交
流
が
見
ら

れ
る
事
も
多
く
な
っ
て
き
た
。「
数
十

年
ぶ
り
で
会
社
の
同
僚
だ
っ
た
人
に
会

え
た
」「
若
い
こ
ろ
に
民
生
委
員
を
や
っ

て
い
た
時
の
先
輩
が
居
た
」
等
の
嬉
し

い
報
告
が
あ
っ
た
。

　

文
芸
講
座
に
は
待
合
で
た
だ
お
茶
を

飲
む
の
で
は
な
く
、
町
内
会
を
超
え
た

交
流
と
、
朗
読
で
文
学
に
触
れ
る
時
間

を
持
つ
と
い
う
２
つ
の
役
割
が
あ
る
。

　

交
流
も
、
異
な
る
町
内
会
だ
け
で
は

な
く
高
齢
者
と
学
生
、
地
元
住
民
と
転

入
者
と
い
う
よ
う
な
様
々
な
形
で
行
っ

て
い
く
事
も
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
一
年
に
一
度
の
開
催

だ
っ
た
が
先
ず
は
シ
ー
ズ
ン
毎
に
一
回

開
催
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

今
後
は
「
参
加
は
し
た
い
が
運
転
で

き
な
い
」「
歩
く
の
も
困
難
だ
」
と
い

う
方
の
為
に
自
宅
近
く
ま
で
市
の
社
会

福
祉
バ
ス
で
送
迎
を
し
、
よ
り
多
く
の

方
が
文
学
を
通
し
て
の
地
域
間
交
流
が

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
合
わ
せ

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
大
変
便
利
な
ツ
ー
ル

も
大
い
に
活
用
し
て
い
き
た
い
が
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
だ
け
で
頻
繁
に
や
り
と
り
し
て
い

る
と
、
長
い
間
会
っ
て
い
な
く
て
も
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
錯
覚
に
陥
っ
て
し
ま

う
事
が
あ
る
。
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く

様
々
な
年
代
層
に
も
直
に
会
っ
て
会
話

を
交
わ
し
、
顔
色
や
声
の
強
弱
、
体
形

や
動
作
の
変
化
に
気
づ
け
る
対
面
で
の

定
期
的
な
公
民
館
事
業
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

【 】 メニュー画面の説明
• 「メニュー」タブを押すと、町内会のメニュー画面が表示されます。

ジャンルボタン
⇒ 各町内会の活動をジャンル別にボタンで表示します。

各ジャンルは、下記２種類です。
・「記事発信形式」 … 町内会役員が各町民に情報を発信する形式
・「掲示板形式」 … 町内会全員が自由に発信し、コメントも発信できる形式

※各ジャンルの形式は運用開始時に町内会別で定義されます。

町内会
機能編

アプリ画面
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